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◉
論
考

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵
リ
チ
ャ
ー
ド
・レ
イ
ン
旧
蔵
江
戸
板 『
伽
婢
子
』 に
関
し
て�

花
田
　
富
二
夫

一　
序
な
ら
び
に
従
来
の
研
究

本
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
七
巻
（
昭
和
六
十
一
年
九

月
、
東
京
堂
出
版
）「
伽
婢
子
」
解
題
に
お
い
て
、
朝
倉
治
彦
氏
の
報
告
が
備
わ

る
。そ

れ
に
は
、「
延
宝
三
年
、
毛
利
の
目
録
に
出
て
い
る
「
同
新
板
」
と
あ
る
は
、

寛
文
十
一
年
鱗
形
屋
刊
の
江
戸
板
十
三
冊
本
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
リ
チ
ャ
ー

ド
・
レ
イ
ン
氏
蔵
本
に
よ
る
と
、
書
誌
は
次
の
如
く
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
以
下
、

表
紙
、
題
簽
、
内
題
、
刊
記
を
記
し
、「
目
録
題
と
本
文
章
題
と
は
不
一
致
」
と
述

べ
、
丁
数
や
章
段
の
数
に
言
及
し
つ
つ
、「
挿
絵
は
寛
文
六
年
の
に
倣
っ
て
は
い
る

が
、
縮
小
、
構
図
近
似
、
全
く
相
違
、
該
当
図
な
し
な
ど
種
々
で
あ
る
（
師
宣
風
）。

本
文
は
漢
字
交
り
平
が
な
、
一
面
十
四
行
、
振
が
な
を
ふ
り
、
濁
点
を
う
っ
て
あ

る
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
寛
文
六
年
板
と
の
比
較
は
未
調
査
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら

れ
た
。

従
来
の
本
書
に
関
す
る
言
及
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
以
後
、
本
書
に
関
す
る
紹

介
も
報
告
も
い
ま
だ
聞
か
な
い
。
筆
者
も
当
記
述
に
従
い
、
長
年
関
心
を
払
っ
て

注
意
し
て
き
た
が
、
そ
の
所
在
も
杳
と
し
て
知
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
、

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
が
収
蔵
し
た
、
故
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
調

査
す
る
に
際
し
、
当
本
が
原
型
の
ま
ま
出
現
し
た
。
本
文
に
は
破
損
が
あ
り
、
完

全
に
書
物
全
体
の
文
章
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
体
は
き
わ
め
て
保
存
良

好
で
、
原
題
簽
つ
き
の
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
本
は
現
在
国

内
外
を
通
じ
た
唯
一
の
完
本
で
あ
り
、
ま
た
学
会
未
紹
介
の
稀
本
で
も
あ
る
た

め
、
こ
こ
に
そ
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二　
書
誌
的
事
項

本
書
の
書
誌
的
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

書
型	�



大
本　

十
三
巻
十
三
冊　

袋
綴

表
紙	�



原
表
紙　

縹
色
地
卍
繋
ぎ
牡
丹
花
艶
出
し
紋
様

　
　

	�


縦
二
十
七
・
三
セ
ン
チ　

横
十
九
・
０
セ
ン
チ

本
文	�



序
文
十
一
行　

本
文
十
四
行　

一
行
約
二
十
六
字

　
　

	�


漢
字
・
ひ
ら
が
な
混
じ
り
、「
◦
」
有
り

匡
郭	�



四
周
単
辺　

縦
二
十
二
・
三
セ
ン
チ　

横
十
六
・
六
セ
ン
チ

題
簽	�



原
題
簽　

刷　

隅
入
り
・
角
書
・
左
肩
・
子
持
ち
枠

　
　

	�


第
一
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

一
」

　
　

	�


第
二
冊
「
新
板　

御
伽
婢
子　

二
」
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	�


第
三
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

三
」

　
　

	�


第
四
冊
「
新
板　

御
伽
婢
子　

四
」

　
　

	�


第
五
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

五
」

　
　

	�


第
六
冊
「
新
板　

御
伽
婢
子　

六
」

　
　

	�


第
七
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

七
」

　
　

	�


第
八
冊
「
新
板　

御
伽
婢
子　

八
」

　
　

	�


第
九
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

九
」

　
　

	�


第
十
冊
「
新
板　

御
伽
婢
子　

十
」

　
　

	�


第
十
一
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

十
一
」

　
　

	�


第
十
二
冊
「
新
板　

御
伽
婢
子　

十
二
」

　
　

	�


第
十
三
冊
「
新
板　

遠
と
ぎ
ば
う
こ　

十
三
」

序
題　

  ‌�「
伽
婢
子
序
」

目
録
題  ‌�「
伽と

ぎ

婢ば
う

子こ

巻く
は
ん
の
だ
い第

一
（
～
六
）」（「
第
」
の
振
り
仮
名
、
巻
二
、
四
、
六
は

「
た
」）

　
　
　

  ‌�「
続
伽
婢
子
巻
第
一
（
～
七
）」

本
文
題  ‌�「
伽
婢
子
巻
之
一
」（
巻
一
の
み
、
他
巻
な
し
）

尾
題　

  ‌�「
伽
婢
子
巻
一
（
～
三
、
四
、
五
、
六
）
之
終
」（
巻
二
は
破
れ
の
た
め
未
詳
）

　
　
　

  ‌�「
続
伽
婢
子
巻
一
（
～
七
）
終
」

柱
刻　

  ‌�「
伽
婢
子
巻
一
（
二
、
四
～
十
三
）」

　
　

	�


巻
三
「
伽
婢
子
巻
三
」（
一
丁
）、「
お
と
ぎ
第
三
」（
二
、
三
丁
）、「
伽
婢

子
第
三
」（
四
～
十
三
、
十
五
、
十
六
丁
）、「
伽
婢
子
三
」（
十
四
丁
）、「
伽

婢
子
巻
三
」（
十
七
～
二
十
三
丁
）

丁
付	�



第
一
冊
「
一
（
序
）、
二
（
序
・
目
）、
三
～
十
七
、
十
八
〈
オ
〉」

　
　

	�


第
二
冊
「
一
～
十
七
、
十
八
〈
オ
〉
ヤ
ブ
レ
」

　
　

	�


第
三
冊
「
一
～
二
十
三
〈
オ
〉」

　
　

	�


第
四
冊
「
一
～
廿
一
〈
オ
〉」

　
　

	�


第
五
冊
「
一
～
十
八
〈
オ
〉」

　
　

	�


第
六
冊
「
一
～ 

十
九
〈
オ
〉
ヤ
ブ
レ
」

　
　

	�


第
七
冊
「
一
～
二
十
」

　
　

	�


第
八
冊
「
一
～
二
十
一
終
」

　
　

	�


第
九
冊
「
一
～
二
十
」

　
　

	�


第
十
冊
「
一
～
十
八
」

　
　

	�


第
十
一
冊
「
一
～
十
八
終
」

　
　

	�


第
十
二
冊
「
一
～
十
七
終
」

　
　

	�


第
十
三
冊
「
一
～
十
八
、
十
九 

ヤ
ブ
レ
」

丁
数	�



第
一
冊　

十
七
丁
半
（
序
一
丁
半
、
目
録
半
丁
、
本
文
十
五
丁
半
）

　
　

	�


第
二
冊　

十
七
丁
半
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
七
丁
）

　
　

	�


第
三
冊　

二
十
二
丁
半
（
目
録
半
丁
、
本
文
二
十
二
丁
）

　
　

	�


第
四
冊　

二
十
丁
半
（
目
録
半
丁
、
本
文
二
十
丁
）

　
　

	�


第
五
冊　

十
七
丁
半
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
七
丁
）

　
　

	�


第
六
冊　

十
八
丁
半
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
八
丁
）

　
　

	�


第
七
冊　

二
十
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
九
丁
半
）

　
　

	�


第
八
冊　

二
十
一
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
二
十
丁
半
）

　
　

	�


第
九
冊　

二
十
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
九
丁
半
）

　
　

	�


第
十
冊　

十
八
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
七
丁
半
）

　
　

	�


第
十
一
冊　

十
八
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
七
丁
半
）

　
　

	�


第
十
二
冊　

十
七
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
六
丁
半
）

　
　

	�


第
十
三
冊　

十
九
丁
（
目
録
半
丁
、
本
文
十
八
丁
半
）
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＊�

総
丁
数
二
四
七
丁　

一
冊
平
均
十
九
丁

挿
絵	�



師
宣
風

　
　

	
第
一
冊　

半
丁
七
面
（�

四
オ
、
五
オ
、
八
オ
、
十
オ
、
十
一
オ
、
十
四
オ
、

十
六
オ
）

　
　

	

第
二
冊　

半
丁
七
面
（�

二
オ
、
四
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
一
オ
、
十
四
オ
、

十
六
オ
）

　
　

	

第
三
冊　

半
丁
十
面
（�

二
オ
、
三
オ
、
五
オ
、
七
オ
、
九
オ
、
十
一
オ
、

十
三
オ
、
十
六
オ
、
十
九
オ
、
二
十
一
オ
）

　
　

	

第
四
冊　

半
丁
八
面
（�
二
オ
、
五
オ
、
六
オ
、
八
オ
、
十
一
オ
、
十
四
オ
、

十
六
オ
、
十
九
オ
）

　
　

	

第
五
冊　

半
丁
七
面
（�

二
オ
、
四
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十
四
オ
、

十
六
オ
）

　
　

	

第
六
冊　

半
丁
八
面
（�

二
オ
、
三
オ
、
五
オ
、
七
オ
、
九
オ
、
十
一
オ
、

十
四
オ
、
十
七
オ
）

　
　

	

第
七
冊　

半
丁
八
面
（�

三
オ
、
五
オ
、
八
オ
、
十
一
オ
、
十
三
オ
、
十
六

オ
、
十
九
オ
、
二
十
オ
）

　
　

	

第
八
冊　

半
丁
六
面
（�

三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十
五
オ
、
十
八
オ
）

　
　

	

第
九
冊　

半
丁
七
面
（�

三
オ
、
五
オ
、
八
オ
、
十
一
オ
、
十
四
オ
、
十
七

オ
、
二
十
オ
）

　
　

	

第
十
冊　

半
丁
六
面
（�

三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十
五
オ
、
十
八
オ
）

　
　

	

第
十
一
冊　

半
丁
六
面
（�

三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十
五
オ
、
十

八
オ
）

　
　

	

第
十
二
冊　

半
丁
六
面
（�

三
オ
、
六
オ
、
八
オ
、
十
一
オ
、
十
四
オ
、
十

七
オ
）

　
　

	

第
十
三
冊　

半
丁
七
面
（�

三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十
五
オ
、
十

七
オ
、
十
九
オ
）

　
　

	

＊�

総
計
半
丁
九
十
三
面   

一
冊
平
均
七
・
二
面

刊
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
伝
馬
三
町
目

　
　

	

寛
文
十
一
辛
亥
歳
大
蔟
吉
旦　

鱗
形
屋
板

備
考	

「
美
濃
兼
山
／
呉
服
太
物
類
／
永
楽
屋
」「
永
楽
屋
」（
黒
、
長
方
形
）
印
。

　
　

	�


本
文
破
損
箇
所

　
　

	�


伽
婢
子　

‌�

巻
二　

十
八
オ
最
終
二
行　

　
　
　
　
　
　
　

‌�

巻
四　

二
ウ
冒
頭
二
行
、
十
八
オ
最
終
一
行
、
十
八
ウ
冒
頭
二
行

　
　
　
　
　
　
　

‌�

巻
六　

一
ウ
冒
頭
六
行
下
部
、
二
ウ
同
五
行
同
、
三
ウ
同
三
行

同
、
四
オ
最
終
一
行
、
四
ウ
冒
頭
四
行
下
部
、
五
ウ
同
五
行
同
、

六
オ
終
四
行
同
、
以
下
十
八
ウ
ま
で
、
各
丁
の
オ
モ
テ
は
終
わ

り
数
行
、
ウ
ラ
は
冒
頭
数
行
の
下
部
に
破
損

　

	

続
伽
婢
子　

‌�

巻
三　

一
ウ
冒
頭
二
行
下
部
、
三
オ
挿
絵
柱
側
、
三
ウ
冒
頭
二

行
、
五
オ
挿
絵
柱
側
、
五
ウ
冒
頭
三
行
、
八
オ
挿
絵
柱
側

　
　
　
　
　
　
　

巻
四　

十
五
オ
挿
絵
柱
側
、
十
五
ウ
冒
頭
四
行

	

以
上
よ
り
、
本
書
は
全
十
三
巻
の
う
ち
、
前
半
の
六
巻
と
後
半
の
七
巻
に
分
か

れ
、
前
半
の
内
題
を
「
伽
婢
子
」、
後
半
を
「
続
伽
婢
子
」
と
す
る
。
本
書
は
、
い

わ
ば
こ
の
二
部
構
成
で
成
立
し
て
お
り
、
板
式
は
前
半
も
後
半
も
同
一
で
あ
る
。

ま
た
、
刊
記
も
最
終
巻
に
一
カ
所
の
み
で
あ
る
の
で
、
別
々
に
販
売
さ
れ
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
貞
享
二
年
板
広
益
書
籍
目
録
に
は
「
お
と
き
ば
う
こ
」

十
三
冊
の
外
に
、「
続
お
と
き
ば
う
こ
」
十
冊
と
あ
り
、
元
禄
十
二
年
刊
新
版
増
補

書
籍
目
録
に
も
同
様
の
書
名
・
冊
数
が
見
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
禄
前
後
、
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後
半
の
み
が
十
冊
本
で
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
し
て
も
十

冊
と
い
う
の
は
や
や
疑
問
で
あ
り
、
実
際
に
書
物
が
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、

今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、『
日
本
小
説
書
目
年
表
』
に
も
「
続
伽

婢
子
」
十
冊
と
あ
る
が
、『
国
書
惣
目
録
』
で
は
所
在
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
元
禄
十
二
年
に
は
半
紙
本
の
十
三
巻
六
冊
本
（
中
川
茂
兵
衛
板
）
も
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
前
述
「
続
お
と
き
ば
う
こ
」
と
は
相
違
す
る
。

三　
説
話
構
成

次
に
全
体
の
内
容
と
編
成
に
つ
い
て
記
す
。
ま
ず
、
上
方
板
『
伽
婢
子
』
に
は

惣
目
録
と
了
意
の
第
一
序
文
、
雲
樵
の
第
二
序
文
が
あ
る
が
、
江
戸
板
で
は
、
惣

目
録
及
び
、
第
二
序
文
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
、
巻
毎
に
目
録
が
新

し
く
付
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
内
容
を
目
録
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
上
段
が
江
戸
板
、
下
段
が
初
刊

の
上
方
板
の
目
録
で
あ
る
。
な
お
、
目
録
題
と
章
題
に
は
相
違
が
あ
る
の
で
、

（　

）
に
章
題
を
記
し
た
。
ま
た
、『
続
伽
婢
子
』
の
方
は
章
題
に
「
第
～
」
と
章

番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。

目
録
一
覧

江
戸
板　

巻
一
（
一
冊
）

上
方
板　

巻
一
（
一
冊
）

序

序

１�

真
上
阿
祇
奈
君
龍
宮
上
棟
の
文
を
か
く
事

１�

真
上
阿
祇
奈
君
龍
宮
上
棟
の
文
を
書
事

　
（
龍
宮
の
棟
上
の
事
）

　
（
龍
宮
の
棟
上
）

２�

あ
や
の
兵
次
黄
金
を
か
し
て
損
却
す
る
事

２�

文
兵
次
黄
金
を
か
し
て
損
却
す
る
事

　

付
り
過
去
物
が
た
り
の
事

　

付
過
去
物
語

　
（
黄
金
百
両
か
し
て
損
却
す
る
事
）

　
（
黄
金
百
両
）

巻
二
（
二
冊
）

巻
二
（
二
冊
）

１�

さ
か
ひ
の
長
次
十
津
川
の
仙
境
に
入
事

１�

堺
の
長
次
十
津
川
の
仙
境
に
入
事

　
（
十
津
川
の
仙
境
の
事
）

　
（
十
津
川
の
仙
境
）

２�

し
ん
く
の
う
ち
帯
付
リ
檜
垣
平
次
二
世

の
ち
ぎ
り
を
な
す
事

２�

真
紅
の
う
ち
帯
付
檜
垣
平
次
二
世
を
契

事

　
（
二
世
の
契
真
紅
の
う
ち
帯
の
事
）

　
（
真
紅
撃
帯
）

３�

割
竹
小
弥
太
妖
女
を
売
事

３�

割
竹
小
弥
太
売
㆓
妖
女
㆒
事

　
（
狐
の
妖
怪
の
事
）

　
（
狐
の
妖
怪
）

巻
三
（
三
冊
）

巻
三
（
三
冊
）

１�

浜
田
与
兵
衛
つ
ま
の
夢
を
正
し
く
み
る
事

１�

浜
田
与
兵
衛
妻
の
夢
を
正
く
見
る
事

　
（
妻
の
夢
を
夫
面
に
見
る
事
）

　
（
妻
の
夢
を
夫
面
に
見
る
）

２�

蜂
谷
孫
太
郎
鬼
に
成
し
事

２�

蜂
谷
孫
太
郎
鬼
に
成
事

　
（
鬼
谷
に
お
ち
て
鬼
と
な
る
事
）

　
（
鬼
谷
に
落
ち
て
鬼
と
な
る
）

３�

ぼ
た
ん
の
と
う
ろ
う
の
事

３�

牡
丹
灯
籠

　
（
牡
丹
灯
籠
幽
霊
の
事
）

　
（
牡
丹
灯
籠
）

４�

藤
原
基
頼
卿
海
賊
に
逢
付
梅
花
の
屏
風

４�

藤
原
基
頼
卿
海
賊
に
逢
事

　

に
よ
つ
て
つ
ま
の
対
面
の
事

　
（
梅
花
屏
風
）

　
（
梅
花
屏
風
の
事
）

巻
四
（
四
冊
）

巻
四
（
四
冊
）

１�

浅
原
新
之
丞
ゑ
ん
ま
王
と
対
決
の
事

１�

浅
原
新
丞
閻
魔
王
と
対
決
の
事

　
（
地
獄
を
み
て
よ
み
か
へ
る
事
）

　
（
地
獄
を
見
て
蘇
）

２�

舟
田
左
近
夢
の
ち
ぎ
り
の
事

２�

船
田
左
近
夢
の
ち
ぎ
り
の
事

　
（
夢
の
ち
ぎ
り
の
事
）

　
（
夢
の
ち
ぎ
り
）

３�
遊
佐
七
郎
一
睡
に
三
十
年
の
栄
花
の
事

３�

遊
佐
七
郎
一
睡
に
三
十
年
の
栄
花
の
事

　
（
一
睡
に
三
十
年
の
夢
見
る
事
）

　
（
一
睡
三
十
年
の
夢
）

４�
入
棺
の
し
か
ば
ね
よ
み
か
へ
る
事

４�

入
棺
の
尸
甦
怪
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（
入
棺
尸
甦
あ
や
し
み
の
事
）

　
（
入
棺
之
尸
甦
怪
）

５�
野
路
忠
太
が
つ
ま
の
ゆ
う
れ
い
物
語
の
事

５�

野
路
忠
太
が
妻
の
幽
霊
物
語
の
事

　
（
幽
霊
逢
夫
か
た
る
事
）

　
（
幽
霊
逢
㆑
夫
話
）

巻
五
（
五
冊
）

巻
五
（
五
冊
）

１�

長
柄
僧
都
銭
の
精
霊
と
物
か
た
り
の
事

１�

長
柄
僧
都
が
銭
の
精
霊
に
逢
事

　
（
和
銅
の
銭
の
精
あ
ら
は
る
ゝ
事
）

　
（
和
銅
銭
）

２�

鶴
瀬
安
左
衛
門
の
勇
士
の
亡
魂
に
あ
ふ

て
諸
将
を
評
す
る
を
聞
事

２�

鶴
瀬
安
左
衛
門
勇
士
の
亡
魂
に
逢
て
諸

将
を
評
す
る
事

　
（
幽
霊
評
諸
将
事
）

　
（
幽
霊
評
㆓
諸
将
㆒
）

３�

富
田
久
内
じ
ひ
ふ
か
き
に
よ
り
火
神
の

つ
か
ひ
に
あ
ふ
て
火
難
を
の
が
る
ゝ
事

３�

富
田
久
内
慈
悲
深
き
に
よ
り
火
難
を
遁

る
事

　
（
焼
亡
定
限
あ
る
事
）

　
（
焼
亡
有
㆓
定
限
㆒
）

４�

原
隼
人
佐
鬼
胎
の
事

４�
原
隼
人
佐
鬼
胎
の
事

　
（
原
隼
人
佐
鬼
胎
の
事
）

　
（
原
隼
人
佐
鬼
胎
）

巻
六
（
六
冊
）

巻
六
（
六
冊
）

１�

観
世
音
阿
弥
能
の
事

１�

伊
勢
兵
庫
到
㆓
仙
境
㆒
事

　
（
天
狗
堂
中
に
す
む
事
）

　
（
伊
勢
兵
庫
仙
境
に
到
る
）

２�

伝
尸
病
の
事

２�

岩
田
の
刀
自
里
見
義
弘
に
逢
て
長
生
物

　
（
幽
鬼
嬰
児
に
乳
を
あ
た
ふ
る
事
）

　

語
の
事

　
（
長
生
の
道
士
）

３�

伝
尸
病
を
は
ら
ひ
さ
る
事

３�

藤
井
清
六
遊
女
宮
城
野
を
娶
事

　
（
伝
尸
禳
去
の
事
）

　
（
遊
女
宮
木
野
）

４�

瘤
の
中
よ
り
へ
び
出
る
事

４�

蜘
の
か
ゞ
み
の
事

　
（
瘤
の
中
よ
り
蛇
出
る
事
）

　
（
蛛
の
鏡
）

５�

随
転
が
力
量
の
事

５�

長
間
佐
太
白
骨
の
妖
物
に
逢
事

　
（
随
転
力
量
あ
る
事
）

　
（
白
骨
の
妖
怪
）

６�

山
中
鬼
魅
の
事

６�

死
㆑
難
先
兆
【
総
目
録
に
な
し
】

　
（
山
中
の
鬼
魅
の
事
）

７�

義
輝
公
の
馬
も
の
い
ふ
事

　
（
馬
人
語
を
な
す
事
）

８�

百
物
が
た
り
の
事

　
（
怪
を
語
は
怪
い
た
る
事
）

続
巻
一
（
七
冊
）

巻
七
（
七
冊
）

第
一
伊
勢
兵
庫
仙
境
に
い
た
る
事

１�

伏
見
御
香
宮
絵
馬
の
事

　
（
伊
勢
兵
庫
仙
境
に
い
た
る
事
）

　
（
絵
馬
之
妬
）

第
二
岩
田
刀
自
長
生
物
が
た
り
の
事

２�

蘆
沼
次
郎
右
衛
門
善
悪
物
語
の
事

　
（
長
生
の
道
士
）

　
（
廉
直
頭
人
死
司
㆓
官
職
㆒
）

第
三
藤
井
清
六
遊
女
み
や
ぎ
野
を
め
と
る
事

３�

飛
加
藤
が
術
の
事

　
（
遊
女
宮
木
野
）

　
（
飛
加
藤
）

第
四
蜘
の
か
ゞ
み
の
事

４�

小
山
田
記
内
契
㆓
幽
霊
㆒
事

　
（
蛛
の
か
ゝ
み
）

　
（
中
有
魂
形
化
契
）

第
五
長
間
佐
太
白
骨
の
ば
け
も
の
に
あ
ふ
事

５�

桜
田
源
五
津
田
彦
八
と
妻
を
争
事

　
（
白
骨
妖
怪
）

　
（
死
亦
契
）

第
六
磯
谷
甚
七
難
死
の
つ
げ
の
事

６�

菅
谷
九
右
衛
門
柘
植
瀧
川
が
幽
霊
に
逢
事

　
（
死
㆑
難
先
兆
）

　
（
菅
谷
九
右
衛
門
）

７�

堅
田
又
五
郎
雪
白
明
神
の
加
護
を
蒙
る
事

　
（
雪
白
明
神
）

続
巻
二
（
八
冊
）

巻
八
（
八
冊
）

第
一
伏
見
御
香
宮
絵
馬
の
ね
た
み
の
事

１�

長
鬚
国
の
事

 　
（
絵
馬
の
ね
た
み
）

　
（
長
鬚
国
）

第
二
蘆
沼
次
郎
右
衛
門
善
悪
物
か
た
り
の
事

２�

性
海
鹿
嶋
明
神
に
詣
て
大
蛇
を
殺
す
事

　
（
廉
直
頭
人
死
司
㆓
官
職
㆒
）

　
（
邪
神
を
責
殺
）

第
三
飛
加
藤
が
術
の
事

３�

長
谷
兵
部
恋
物
語
の
事

　
（
飛
加
藤
）

　
（
哥
を
媒
と
し
て
契
る
）
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第
四
小
山
田
記
内
幽
霊
に
ち
ぎ
る
事

４�

隅
屋
藤
次
が
事

　
（
中
有
の
た
ま
し
ゐ
化
し
て
ち
き
る
）

　
（
幽
霊
出
て
僧
に
ま
み
ゆ
）

第
五
桜
田
源
五
津
田
彦
八
妻
を
あ
ら
そ
ふ
事

５�

屏
風
の
絵
人
形
躍
事

　
（
死
し
て
ま
た
ち
き
る
）

　
（
屏
風
の
絵
の
人
形
躍
歌
）

第�

六
菅
谷
九
右
衛
門
柘
植
瀧
川
か
幽
霊
に

あ
ふ
事

　
（
菅
谷
九
右
衛
門
）

第
七
堅
田
又
五
郎
雪
白
明
神
の
加
護
を
蒙
事

　
（
雪
白
明
神
）

続
巻
三
（
九
冊
）

巻
九
（
九
冊
）

第
一
長
鬚
国
の
事

１�

安
達
喜
兵
次
狐
に
誑
か
さ
る
ゝ
事

　
（
長
鬚
国
）

　
（
狐
偽
て
人
に
契
る
）

第
二
性
海
鹿
嶋
明
神
に
ま
う
で
ゝ
大
蛇
を

２�
下
界
の
仙
境
の
事

　

殺
事

　
（
下
界
の
仙
境
）

　
（
邪
神
を
せ
め
こ
ろ
す
）

第
三
長
谷
兵
部
恋
物
語
の
事

３�

中
原
主
水
正
幽
霊
に
契
る
事

　
（
哥
を
な
か
た
ち
と
し
て
ち
き
る
）

　
（
金
閣
寺
の
幽
霊
に
契
る
）

第
四
隅
屋
藤
次
が
事

４�

人
面
瘡
の
事　
　
　
　
　

●

　
（
幽
霊
出
て
僧
に
ま
み
ゆ
）

　
（
人
面
瘡
）

第
五
屏
風
の
絵
人
形
を
ど
る
事

５�

丹
波
国
野
々
口
鬼
女
の
事

　
（
屏
風
の
絵
の
人
形
お
ど
り
う
た
ふ
）

　
（
人
鬼
）　　
　
　
　
　
　

●

続
巻
四
（
十
冊
）

巻
十
（
十
冊
）

第
一
安
達
喜
兵
次
狐
に
た
ぶ
ら
か
さ
る
ゝ
事

１�

守
宮
の
妖
物
の
事

　
（
狐
い
つ
は
り
て
人
に
ち
き
る
）

　
（
守
宮
の
妖
）

第
二
下
界
の
仙
境
の
事

２�

岡
谷
式
部
が
妻
水
神
と
な
る
事

　
（
下
界
の
仙
境
）

　
（
妬
婦
水
神
と
な
る
）

第
三
中
原
主
水
正
幽
霊
に
ち
ぎ
る
事

３�

上
杉
憲
政
息
女
弥
子
の
事

　
（
金
閣
寺
の
ゆ
う
れ
い
に
ち
き
る
）

　
（
祈
て
幽
霊
に
契
る
）

第
四
鍛
冶
友
勝
魂
遊
行
の
事

４�

窃
の
術
の
事

　
（
魂
も
ぬ
け
て
さ
ま
よ
ふ
）

　
（
窃
の
術
）

第
五
七
歩
蛇
の
事

５�

鎌
鼬
付
提
馬
風
の
事

　
（
七
歩
蛇
の
妖
）

　
（
鎌
鼬
付
提
馬
風
）

６�

了
仙
貧
窮
付
天
狗
道
の
事

　
（
了
仙
貧
窮
付
天
狗
道
）

続
巻
五
（
十
一
冊
）

巻
十
一
（
十
一
冊
）

第
一
守
宮
の
ば
け
も
の
ゝ
事

１�

栗
栖
野
隠
里
の
事

　
（
守
宮
の
ば
け
も
の
）

　
（
隠
里
）

第
二
岡
谷
式
部
が
妻
水
神
と
な
る
事

２�

土
佐
の
国
狗
神
付
金
蚕
の
事

　
（
妬
婦
水
神
と
な
る
）

　
（
土
佐
の
国
狗
神
付
金
蚕
）

第
三
上
杉
憲
政
の
息
女
弥
子
の
事

３�

豊
田
孫
吉
が
事

　
（
い
の
り
て
幽
霊
に
ち
き
る
）

　
（
易
㆑
生
契
）

第
四
し
の
び
の
術
の
事

４�

七
歩
蛇
の
事

　
（
し
の
び
の
術
）

　
（
七
歩
蛇
の
妖
）

第
五
鎌
鼬
付
提
馬
風
の
事

５�

鍛
冶
友
勝
魂
遊
行
の
事

　
（
鎌
鼬
付
提
馬
風
）

　
（
魂
蛻
吟
）

第
六
了
仙
貧
窮
付
天
狗
道
の
事

６�

大
嶋
源
五
郎
か
魚
膾
の
怪
物
之
事

　
（
了
仙
貧
窮
付
天
狗
道
）

　
（
魚
膾
の
怪
）

続
巻
六
（
十
二
冊
）

巻
十
二
（
十
二
冊
）

第
一
栗
栖
野
の
か
く
れ
さ
と
の
事

１�

梅
の
妖
精
の
事

　
（
か
く
れ
さ
と
）

　
（
早
梅
花
妖
精
）

第
二
土
佐
国
狗
神
付
金
蚕
の
事

２�

芦
崎
数
馬
が
事

　
（
土
佐
国
狗
神
付
金
蚕
）

　
（
幽
霊
書
を
父
母
に
つ
か
は
す
）

第
三
豊
田
孫
吉
か
事

３�

厚
狭
か
死
霊
の
事

　
（
生
を
か
へ
て
ち
き
る
）

　
（
厚
狭
応
報
）
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第
四
邪
婬
の
つ
み
立
身
せ
ざ
る
事

４�

白
石
右
衛
門
尉
姧
媒
之
事

　
（
邪
婬
の
つ
み
立
身
せ
す
）

　
（
邪
婬
の
罪
立
身
せ
す
）

第
五
大
嶋
源
五
郎
か
魚
膾
の
ば
け
も
の
ゝ
事

５�

盲
女
を
救
て
幸
を
う
く
る
事

　
（
魚
膾
の
怪
）

　
（
盲
女
を
憐
て
報
を
得
）

６�

石
軍
の
事

　
（
大
石
相
戦
）

続
巻
七
（
十
三
冊
）

巻
十
三
（
十
三
冊
）

第
一
梅
の
妖
精
の
事

１�

観
世
音
阿
弥
能
の
事

　
（
早
梅
花
の
妖
精
）

　
（
天
狗
塔
中
に
棲
）

第
二
芦
崎
数
馬
正
木
龍
子
が
事

２�

伝
尸
病
の
事

　
（
幽
霊
父
母
に
文
を
つ
か
は
す
）

　
（
幽
鬼
嬰
児
に
乳
す
）

第
三
厚
狭
か
死
霊
の
事

３�

小
蛇
瘤
の
中
よ
り
出
る
事

　
（
厚
狭
応
報
）

　
（
蛇
瘤
の
中
よ
り
出
）

第
四
盲
女
を
す
く
ふ
て
さ
い
は
ひ
を
う
く

４�
伝
尸
病
を
攘
去
事

　

る
事

　
（ 

伝
尸
禳
去
）

　
（
盲
女
を
あ
は
れ
み
て
む
く
ひ
を
得
た
り
）

第
五
大
石
あ
ひ
た
ゝ
か
ふ
怪
異
の
事

５�

随
転
が
力
量
の
事

　
（
大
石
あ
ひ
た
ゝ
か
ふ
）

　
（
随
転
力
量
）

６�

蝨
瘤
の
事　
　
　
　

●

　
（
蝨
瘤
）

７�

山
中
鬼
魅
の
事

　
（
山
中
の
鬼
魅
）

８�

義
輝
公
之
馬
言
事

　
（
馬
人
語
を
な
す
怪
異
）

９�

百
物
語
の
事

　
（
怪
を
話
ば
怪
至
）

右
の
通
り
、
江
戸
板
の
説
話
総
計
は
六
十
五
話
で
あ
り
、
上
方
板
は
六
十
八
話

で
あ
る
。
江
戸
板
に
お
い
て
都
合
三
話
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
●
が
削
除

さ
れ
た
章
で
あ
る
。

で
は
、
右
の
説
話
構
成
を
上
方
板
と
の
比
較
に
お
い
て
再
度
表
示
し
、
そ
の
編

集
の
様
相
を
示
し
て
お
こ
う
。
上
が
江
戸
板
の
巻
と
章
番
号
、
下
が
そ
れ
に
相
応

す
る
上
方
板
の
巻
・
章
番
号
で
あ
る
。

江
戸
板　
　
　
　

上
方
板

巻
一　
（
一
）	

巻
一－

１

　
　
　
（
二
）	

巻
一－

２

巻
二　
（
一
）	

巻
二－

１

　
　
　
（
二
）	

巻
二－

２

　
　
　
（
三
）	

巻
二－

３

巻
三　
（
一
）	

巻
三－

１

　
　
　
（
二
）	

巻
三－

２

　
　
　
（
三
）	

巻
三－

３

　
　
　
（
四
）	

巻
三－

４

巻
四　
（
一
）	

巻
四－

１

　
　
　
（
二
）	

巻
四－

２

　
　
　
（
三
）	

巻
四－

３

　
　
　
（
四
）	

巻
四－

４

　
　
　
（
五
）	

巻
四－

５

巻
五　
（
一
）	

巻
五－

１

　
　
　
（
二
）	

巻
五－

２

　
　
　
（
三
）	

巻
五－

３

　
　
　
（
四
）	

巻
五－

４

巻
六　
（
一
）	

巻
十
三－

１

　
　
　
（
二
）	

巻
十
三－

２

　
　
　
（
三
）	

巻
十
三－

４

　
　
　
（
四
）	

巻
十
三－

３

　
　
　
（
五
）	

巻
十
三－

５

　
　
　
（
六
）	

巻
十
三－

７

　
　
　
（
七
）	

巻
十
三－

８

　
　
　
（
八
）	

巻
十
三－

９

続
巻
一
（
一
）	

巻
六－

１

　
　
　

 

（
二
）	

巻
六－

２

　
　
　

 

（
三
）	

巻
六－

３

　
　
　

 

（
四
）	

巻
六－

４

　
　
　

 

（
五
）	

巻
六－

５

　
　
　

 

（
六
）	

巻
六－

６

続
巻
二
（
一
）	

巻
七－

１

　
　
　

 

（
二
）	

巻
七－

２

　
　
　

 

（
三
）	

巻
七－

３
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以
上
よ
り
、
江
戸
板
は
、
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
は
、
上
方
板
を
忠
実
に
踏
襲
し
、

説
話
順
な
ど
も
変
更
が
な
い
が
、
巻
六
に
は
、
上
方
板
の
巻
十
三
を
配
置
し
た
。

そ
の
内
、
巻
十
三
の
第
６
話
「
蝨
瘤
の
事
」
は
削
除
し
、
第
３
話
と
４
話
を
入
れ

替
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
伝
尸
病
関
連
を
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
七
冊
目
か

ら
は
、「
続
伽
婢
子
」
と
な
り
、
巻
六
か
ら
順
番
に
構
成
し
た
。
続
巻
四
は
、
上
方

板
巻
九
と
と
も
に
巻
十
一
か
ら
二
話
収
載
し
、
続
巻
六
に
は
、
巻
十
二
か
ら
一
話

編
入
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
最
終
巻
は
巻
十
二
の
五
話
を
あ
て
た
。
最
終
的
に
上
方

板
か
ら
全
体
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
は
、
目
録
の
一
覧
表
に
●
を
付
け
た
よ
う

に
、
巻
九
の
４
「
人
面
瘡
の
事
」、
５
「
丹
波
野
々
口
鬼
女
の
事
」、
巻
十
三
の
６

「
蝨
瘤
の
事
」
の
三
話
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
編
成
を
行
う
中
で
、
最
も
大
き
な
変
更
点
は
、
巻
六
を

上
方
板
の
巻
六
と
し
な
い
で
、
巻
十
三
を
当
て
た
点
で
あ
る
。「
伽
婢
子
」
と
「
続

伽
婢
子
」
の
二
部
構
成
と
す
る
に
対
し
、
上
方
板
通
り
に
は
編
集
せ
ず
、
上
方
板

の
最
終
巻
を
移
動
さ
せ
て
前
半
部
を
構
成
し
直
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
全

体
的
に
丁
数
が
一
冊
平
均
十
九
丁
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
丁
数
を
合
わ
せ

よ
う
と
し
た
意
図
が
あ
っ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
内
容
的
に
も
前
半

と
後
半
で
均
衡
を
保
と
う
と
し
た
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

巻
十
三
は
、
比
較
的
章
自
体
が
短
く
、
奇
談
に
属
す
る
も
の
が
多
い
の
で
、
前
半

に
こ
の
箇
所
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
長
い
説
話
の
多
い
前
半
に

変
化
を
も
た
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
最
終
章

の
「
百
物
語
の
事
」
は
全
巻
の
最
終
章
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
る
た
め
、
巻
六
に

移
動
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
刊
本
の
有
し
た
内
容
的
整
合
性
が
失
わ
れ
た
と

も
言
え
る
。

一
方
、
削
除
さ
れ
た
「
人
面
瘡
の
事
」
な
ど
は
、
は
や
く
か
ら
『
野
槌
』
な
ど

に
も
記
載
さ
れ
、
奇
談
と
し
て
も
あ
る
程
度
世
上
に
流
布
し
て
お
り
、
人
々
の
興

味
を
ひ
い
て
い
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
話
を
削
除
し
た

か
に
つ
い
て
は
、
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
よ
う
に
、

江
戸
板
は
上
方
板
を
相
当
程
度
編
集
し
直
し
、
新
し
い
説
話
構
成
で
編
成
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　

 

（
四
）	

巻
七－

４

　
　
　

 

（
五
）	

巻
七－

５

　
　
　

 

（
六
）	

巻
七－

６

　
　
　

 
（
七
）	

巻
七－

７

続
巻
三 
（
一
）	

巻
八－

１

　
　
　

 

（
二
）	
巻
八－

２

　
　
　

 

（
三
）	
巻
八－

３

　
　
　

 

（
四
）	

巻
八－
４

　
　
　

 

（
五
）	

巻
八－
５

続
巻
四
（
一
）	

巻
九－

１

　
　
　

 

（
二
）	

巻
九－

２

　
　
　

 

（
三
）	

巻
九－

３

　
　
　

 

（
四
）	

巻
十
一－

５

　
　
　

 

（
五
）	

巻
十
一－

４

続
巻
五
（
一
）	

巻
十－

１

　
　
　

 

（
二
）	

巻
十－

２

　
　
　

 

（
三
）	

巻
十－

３

　
　
　

 

（
四
）	

巻
十－

４

　
　
　

 

（
五
）	

巻
十－

５

　
　
　

 

（
六
）	

巻
十－

６

続
巻
六
（
一
）	

巻
十
一－

１

　
　
　

 

（
二
）	

巻
十
一－

２

　
　
　

 

（
三
）	

巻
十
一－

３

　
　
　

 

（
四
）	

巻
十
二－

４

　
　
　

 

（
五
）	

巻
十
一－

６

続
巻
七
（
一
）	

巻
十
二－

１

　
　
　

 

（
二
）	

巻
十
二－

２

　
　
　

 

（
三
）	

巻
十
二－

３

　
　
　

 
（
四
）	

巻
十
二－

５

　
　
　

 
（
五
）	

巻
十
二－

６
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四　
諸
本
に
関
し
て

書
誌
の
項
で
、『
続
伽
婢
子
』
の
刊
行
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
本
書
の

出
現
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
次
の
書
物
が
、
江
戸
板
『
伽

婢
子
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
に
、
そ
れ
ら
を
報
告
し
て
お
く
。

	

（
１
）
桑
名
市
立
図
書
館
秋
山
文
庫
蔵
本
（
７
８
／
６
）

六
巻
六
冊　

た
だ
し
、
第
六
冊
目
は
上
方
板
な
の
で
、
該
当
書
は
五
巻
五
冊
。

大
本　

縦
二
十
六
・
０
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
四
セ
ン
チ

表
紙　

藍
色
無
紋
様

題
簽　

な
し　

巻
数
墨
書

匡
郭　

四
周
単
辺　

縦
二
十
二
・
三
、
横
十
六
・
五
セ
ン
チ

柱　
「
伽
婢
子
巻
一
（
二
、
四
、
五
）」

		�




巻
三
の
二
、
三
丁
「
お
と
ぎ
第
三
」、
四
～
十
三
、
十
五
、
十
六
丁
は

「
伽
婢
子
第
三
」、
十
四
丁
「
伽
婢
子
三
」、
十
七
～
二
十
三
丁
「
伽
婢
子

巻
三
」

丁
数　

巻
一　

十
七
丁
半　

一
～
十
八
オ

　
　

	

巻
二　

十
七
丁
半　

一
～
十
八
オ

　
　

	

巻
三　

二
十
三
丁　

一
～ 

二
十
三
オ

　
　

	

巻
四　

二
十
丁
半　

一
～ 

二
十
一
オ

　
　

	

巻
五　

十
八
丁　

一
～
十
八
オ

挿
絵	

第
一
冊　

半
丁
七
面
（�

四
オ
、
五
オ
、
八
オ
、
十
オ
、
十
一
オ
、

十
四
オ
、
十
六
オ
）

　
　

	

第
二
冊　

半
丁
七
面
（�

二
オ
、　
　

オ
、
六
オ
、
九
オ
、　
　
　

オ
、

　
　
　

オ
、　
　
　

オ
）

四

十
一

十
四

十
六

　
　

	

第
三
冊　

半
丁
十
面
（�　
　

オ
、　
　

オ
、
五
オ
、　
　

オ
、　
　

オ
、

十
一
オ
、　
　
　

オ
、
十
六
オ
、
十
九
オ
、
二

十
一
オ
）

　
　

	

第
四
冊　

半
丁
八
面
（�　
　

オ
、
五
オ
、
六
オ
、
八
オ
、
十
一
オ
、
十

四
オ
、
十
六
オ
、
十
九
オ
）

　
　

	

第
五
冊　

半
丁
七
面
（�

二
オ
、
四
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十

四
オ
、　
　
　

オ
）

	

（
２
）
服
部
仁
氏
蔵
『
伽
婢
子
』

巻
四　

一
冊

表
紙
の
表
面
残
欠
縹
色
。
挿
絵
の
一
面
に
破
損
が
あ
る
も
の
の
、
本
文
は
完

備
。
レ
イ
ン
旧
蔵
本
の
破
損
箇
所
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
印
刻
時
期
は
レ

イ
ン
旧
蔵
本
よ
り
後
年
か
。
挿
絵
の
一
部
に
破
損
箇
所
が
あ
る
。

	

（
３
）
印
刷
博
物
館
蔵
『
続
伽
婢
子
』

巻
二　

一
冊

大
本　

縦
二
十
七
・
二
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
六
セ
ン
チ

表
紙　

表
表
紙
は
脱
、
裏
表
紙
損
紺
青
、
模
様
な
し

柱　
「
伽
婢
子
巻
八
」

丁
付　
「
一
～
二
十
一
終
」

匡
郭　

四
周
単
辺　

た
て
二
十
一
・
九
セ
ン
チ
、
よ
こ
十
六
・
六
セ
ン
チ

挿
絵　

三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
十
二
オ
、
十
五
オ
、
十
八
オ

	�


本
書
は
開
館
特
別
企
画
展
に
出
品
さ
れ
、「
展
示
目
録
」
に
八
丁
ウ
ラ
と
九
丁

オ
モ
テ
の
見
開
き
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
写
真
掲
載
の
寸
法
と
若
干
相

違
す
る
が
、
調
査
計
測
数
字
を
記
載
し
て
お
く
。
匡
郭
の
縦
寸
が
レ
イ
ン
旧

蔵
本
よ
り
、
〇
・
三
ミ
リ
も
縮
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
し
て
、
本
書
は
レ

二

三

七

九

十
三

二

十
六
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イ
ン
旧
蔵
本
よ
り
時
期
が
下
っ
た
印
刻
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
目
録
な
ど
は
省

略
す
る
が
、
内
容
的
に
は
レ
イ
ン
旧
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
。

	
（
４
）
天
理
図
書
館
蔵
『
続
伽
婢
子
』

巻
五　

一
冊

大
本　

縦
二
十
六
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
四
セ
ン
チ

表
紙　

藍
色

題
簽　

左
肩
双
辺　
「
を
と
ぎ
ば
う
」

丁
数　

十
八
丁

	

（
５
）
江
本
裕
氏
蔵
『
続
伽
婢
子
』

巻
七　

一
冊

大
本　

縦
二
十
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
四
セ
ン
チ

表
紙　

改
装
表
紙

題
簽　

な
し

匡
郭　

四
周
単
辺　

縦
二
十
二
・
三
セ
ン
チ
、
横
十
六
・
三
セ
ン
チ

丁
数　

十
九
丁

刊
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
伝
馬
三
町
目

　
　

寛
文
十
一
辛
亥
歳
大
蔟
吉
旦　

鱗
形
屋
板

　
　
　
（
注
）‌�（
４
） （
５
） 

に
関
し
て
は
、
東
洋
文
庫
『
伽
婢
子
』
２
（
平
凡
社
）

江
本
裕
氏
解
題
に
よ
る
。

以
上
が
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
江
戸
板
で
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
同
類
の
書
物

が
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

五　
本
文
に
関
し
て

現
在
は
全
体
の
校
異
作
業
が
お
よ
そ
半
分
ほ
ど
終
了
し
て
お
り
、
ま
だ
、
完
全

な
異
同
調
査
が
完
了
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
序
文
と
巻
一
の
１
を
例
に

初
板
と
の
相
違
を
述
べ
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
振

り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
重
要
と
思
わ
れ
た
が
、
今
回
の
考
察
に
は
含
め
な

か
っ
た
。

巻
一　

異
同
の
概
要

	

１
初
板
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
箇
所　

二
七
五

	

２
初
板
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
た
箇
所　

一
〇
〇

		


右
の
多
い
順	�

「
有
」
二
〇
、「
是
」
一
四
、「
共
」
一
〇
、「
其
」
九
、

　
　
　
　

	�
「

也
」
七
、「
取
」「
此
」
各
三
、

　
　
　
　

	�
「

云
」「
所
」「
心
」「
玉
」「
又
」「
皆
」「
木
」「
物
」
各
二
、

　
　
　
　

	�
「

何
」「
間
」「
参
」「
置
」「
頭
」「
持
」「
中
」「
道
」「
久
方
」

　
　
　
　

	�
「

付
」「
望
」「
敷
」「
事
」「
命
」「
成
」「
時
」「
見
」「
兵
」

　
　
　
　

	�
「

大
」「
立
」「
水
」
各
一

	

３
初
板
に
な
い
文
字
を
加
え
た
箇
所　

六

	

４
初
板
の
文
字
を
削
っ
た
箇
所　

一
二

	

５
そ
の
他

　
　

	

仮
名
遣
い	�

「
お
」
を
「
を
」
へ　

二

　
　
　
　
　
　
　

	�
「

を
」
を
「
お
」
へ　

二

　
　
　
　
　
　
　

	�
「

む
」
を
「
ん
」
へ　

二

　
　
　
　
　
　
　

	�
「

え
」
を
「
ゑ
」
へ　

一

　
　

	
漢
字
変
換	�

「
滋
賀
」
を
「
志
賀
」
へ
、「
瓶
」
を
「
水
か
め
」
へ
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そ
の
他　

	�
「

に
」
を
「
を
」
へ
、「
か
ん
が
見
る
」
を
「
か
ん
が
み
る
」
へ
、

　
　
　
　
　
　
　

	�
「

上
棟
」
を
「
む
ね
上
」
へ
、「
者
」
を
「
物
」
へ
、

　
　
　
　
　
　
　

	�
「

士
」
を
「
兵
」
へ
、「
し
め
ら
る
」
を
「
し
む
」
へ

１
の
よ
う
に
、
江
戸
板
で
は
、
本
文
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
表
記
に
直
し
た
箇
所

が
三
〇
〇
箇
所
弱
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
江
戸
板
で
は
、
初
板
の
難
し
い
読
み

を
、
読
者
に
分
か
り
易
く
表
記
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
２
で
は
、
と
く
に
、「
有
」

「
是
」「
共
」「
其
」
な
ど
に
関
し
て
、
上
方
板
が
ひ
ら
が
な
表
記
し
た
箇
所
が
多
い

の
に
対
し
、
江
戸
板
で
は
多
く
漢
字
に
改
変
し
た
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
３
、
４

の
項
目
は
主
に
助
詞
に
関
す
る
加
除
で
あ
り
、
削
除
箇
所
で
は
「
か
た
は
ら
に
」

と
い
う
副
詞
で
あ
っ
た
り
、「
ち
り
み
だ
れ
ん
」
を
「
み
だ
れ
ん
」
に
つ
づ
め
た
り

と
い
う
細
部
に
関
す
る
変
換
で
あ
っ
た
。

総
体
的
に
見
て
、
江
戸
板
で
は
初
板
の
本
文
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
あ
く
ま
で
も
初
板
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
比
較
的
大
き
な
変

更
箇
所
は
巻
末
部
分
に
近
い
箇
所
で
、「
さ
て
こ
れ
ら
を
司
る
官
人
は
い
づ
く
に

あ
り
や
と
、
こ
た
へ
て
い
ふ
や
う
」
の
文
言
を
「
さ
て
い
つ
く
に
有
や
と
、
官
人

こ
た
へ
て
云
や
う
、
こ
れ
ら
の
つ
か
さ
は
」
と
入
れ
替
え
た
部
分
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
よ
り
、
江
戸
板
に
お
け
る
初
板
と
の
本
文
異
同
に
関
し
て
は
、

序
文
と
巻
一
の
１
に
関
す
る
限
り
、
読
者
へ
の
分
か
り
易
い
表
記
の
配
慮
の
み
が

際
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
清
濁
に
関
し
て
は
お
お
ま
か
な
と
こ
ろ
、
初
板
の
濁
音
を
清
音
に
表
記

し
た
箇
所
が
八
〇
箇
所
に
の
ぼ
る
の
に
対
し
、
清
音
を
濁
音
に
替
え
て
い
る
の
は

四
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な
ら
、
江
戸
板
で
は
清
音
表
記
を
原
則
と
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
以
上
は
現
段
階
の
あ
く
ま
で
も
巻
一
の
１
を
中

心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
巻
に
よ
っ
て
は
、
改
変
の
多
い
箇
所
も
存
す
る
。
前
半
部
で
比
較
的
改

変
が
多
い
の
は
、
前
半
の
最
終
巻
で
あ
る
巻
六
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、

上
方
板
の
巻
十
三
を
移
動
さ
せ
た
巻
で
あ
る
。
次
に
若
干
例
示
し
て
み
よ
う
。

【　

】
は
、
上
方
板
か
ら
削
除
さ
れ
た
箇
所
。［　

］
は
、
江
戸
板
で
加
筆
さ
れ
た

箇
所
で
あ
る
。

巻
六
「
天
狗
堂
中
に
す
む
事
」

	

①� 「
百
余
間
の
桟
敷
一
同
に
焼
あ
が
り
、【
貴
賎
男
女
う
へ
を
し
た
へ
も
て
返

し
、
さ
は
ぎ
み
だ
れ
う
ろ
た
へ
ま
ど
ふ
て
、
あ
や
ま
ち
を
い
た
し
疵
を
か
う

ふ
り
、
死
す
る
も
の
は
な
は
だ
お
ほ
し
。
舞
台
も
楽
屋
も
焼
け
れ
ば
】
法
師

我
を
～
」（
上
方
板
）。

		�


「
百
余
間
の
桟
敷
［
ぶ
た
い
が
く
屋
ま
で
］
一
同
に
焼
あ
が
り
、
ほ
う
し
我
を

～
」（
江
戸
板
）。

	

②� 「
そ
の
人
ど
も
更
に
目
に
も
か
け
ず
、
と
が
め
も
せ
ず
、【
あ
る
ひ
は
両
方
よ

り
来
る
人
の
首
髪
も
と
ゞ
り
を
つ
か
み
て
、
二
人
を
一
所
に
引
よ
す
る
に
、

此
二
人
俄
に
刀
を
ぬ
き
て
、
打
あ
ひ
き
り
あ
ひ
、
手
を
ゝ
ふ
て
朱
に
な
る
も

あ
り
。
日
こ
と
に
か
ゝ
る
事
共
い
く
ら
と
い
ふ
数
を
し
ら
ず
】
其
外
【
江
州
】

勢
多
の
は
し
に
行
て
」（
上
方
板
）

		�


「
其
人
共
さ
ら
に
目
に
も
か
け
ず
、
と
が
め
も
せ
ず
、
せ
た
の
は
し
に
行
て
」

（
江
戸
板
）

	

③� 「
す
こ
し
の
芸
能
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
過
じ
と
自
慢
す
る
奴
原
は
、
つ
ら
の
に

く
さ
に
か
う
べ
を
は
り
て
通
る
」（
上
方
板
）

		�


「
す
こ
し
の
げ
い
の
う
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
す
ぎ
じ
と
じ
ま
ん
す
る
や
つ
ば
ら

は
、
つ
ら
に
く
さ
ゆ
へ
也
」（
江
戸
板
）

①
②
は
文
意
の
筋
が
通
る
よ
う
留
意
し
つ
つ
、
文
章
の
分
量
を
減
少
さ
せ
た
も
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の
で
あ
ろ
う
。
③
は
語
句
を
改
変
し
、
や
は
り
分
量
を
減
少
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

同
巻
「
瘤
の
中
よ
り
へ
び
出
る
事
」

「
そ
の
色
あ
る
ひ
は
黒
く
、
あ
る
ひ
は
白
く
、
又
は
青
く
又
は
黄
也
」（
上
方
板
）

「
其
い
ろ
色
々
也
」（
江
戸
板
）

多
く
の
形
容
の
言
葉
を
「
色
々
」
の
一
語
に
代
弁
さ
せ
た
箇
所
で
あ
る
。

同
巻
「
山
中
鬼
魅
の
事
」

当
章
で
は
上
方
板
の
文
章
を
削
除
し
た
箇
所
が
多
い
。

「
跡
よ
り
女
の
声
に
て
な
き
〳
〵
来
る
。【
あ
ゆ
む
と
も
な
く
こ
ろ
ぶ
と
も
な

く
、
や
う
〳
〵
】
峠
ま
で
」（
上
方
板
）

「
あ
と
よ
り
女
の
こ
え
に
て
な
き
〳
〵
来
る
。
と
う
げ
ま
て
」（
江
戸
板
）

「
弓
削
に
て
打
す
て
め
し
つ
れ
ず
し
て
来
り
し
を
」（
上
方
板
）

「
ゆ
げ
に
て
す
て
を
き
し
か
」（
江
戸
板
）

「
は
や
首
を
ば
み
な
【
く
ら
ひ
つ
く
し
、
肩
を
か
ぎ
り
右
の
手
を
】
く
ら
ひ
け

れ
ば
」（
上
方
板
）

「
は
や
く
び
を
ば
み
な
く
ら
ひ
け
れ
ば
」（
江
戸
板
）

「
鬼
は
や
【
其
あ
ひ
だ
に
赤
子
は
み
な
く
ら
ひ
つ
く
し
て
】
蝶
と
ん
ば
う
の
こ

と
く
」（
上
方
板
）

「
鬼
は
や
蝶
と
ん
ば
う
の
こ
と
く
」（
江
戸
板
）

「
た
う
と
き
を
こ
な
ひ
し
て
年
月
を
送
り
し
。【
後
に
そ
の
行
方
な
し
】」（
上

方
板
）

「
た
う
と
き
お
こ
な
ひ
し
て
年
月
を
お
く
り
し
［
と
な
り
］」（
江
戸
板
）

巻
三
「
藤
原
基
頼
卿
海
賊
に
逢
付
梅
花
の
屏
風
に
よ
つ
て
つ
ま
の
対
面
の
事
」
で
は

「
馬
に
の
り
て
手
綱
の
曲
を
き
は
め
、
水
練
に
そ
の
術
を
つ
た
え
、
半
日
ば
か

り
は
水
底
に
あ
り
て
も
物
と
も
お
も
は
ず
、
又
よ
く
水
を
を
よ
ぎ
く
ゞ
る
事

魚
の
ご
と
し
」（
上
方
板
）

「
馬
に
の
り
て
手
つ
な
の
き
よ
く
を
き
は
め
、
水
練
の
術
水
に
入
て
は
う
を

の
こ
と
し
」（
江
戸
板
）

「
財
宝
を
う
ば
ひ
と
り
徳
つ
か
ば
や
。【
今
の
世
は
所
〳
〵
み
だ
れ
立
て
、
さ

し
て
と
が
む
る
人
も
あ
る
ま
じ
】
と
お
も
ひ
」（
上
方
板
）

「
ざ
い
ほ
う
を
う
は
い
と
り
徳
つ
か
は
や
と
思
ひ
」（
江
戸
板
）

巻
五
「
原
隼
人
佐
鬼
胎
の
事
」
で
は
、

「
諸
侍
み
な
う
た
が
ひ
を
の
こ
さ
ず
と
な
り
、【
他
国
と
い
へ
ど
も
陣
所
戦
場

よ
く
見
た
て
、
閑
道
、
水
の
手
を
か
ん
が
ふ
る
に
更
に
あ
や
ま
ち
な
き
事
】、

神
に
通
ぜ
し
か
と
」（
上
方
板
）

「
諸
侍
み
な
う
た
が
ひ
を
の
こ
さ
ず
と
也
。［
万
事
］
神
に
通
ぜ
し
か
と
」（
江

戸
板
）

「
家
に
あ
る
【
事
ま
れ
也
、
そ
の
家
は
上
条
の
地
蔵
堂
の
ほ
と
り
に
あ
り
】
あ

る
時
妻
」（
上
方
板
）

「
家
に
有
。
あ
る
時
つ
ま
」（
江
戸
板
）

右
は
、
総
じ
て
文
章
を
減
少
さ
せ
る
意
図
に
よ
る
改
変
か
と
推
測
さ
れ
る
。
が
、

そ
の
よ
う
で
な
い
改
変
箇
所
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
巻
三
「
蜂
谷
孫
太
郎
鬼
に
成
し
事
」
も
改
変
箇
所
が
比
較
的
多
い

章
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
見
え
る
。

「
目
の
ひ
か
り
は
い
な
び
か
り
の
ご
と
く
口
よ
り
火
焔
を
は
く
。
孫
太
郎
が

来
る
を
見
て
、
た
が
ひ
に
い
は
く
、
こ
れ
こ
の
国
の
さ
は
り
と
な
る
も
の
ぞ
。

と
り
に
が
す
な
」（
上
方
板
）

「
目
の
ひ
か
り
は
い
な
つ
ま
の
ご
と
く
口
よ
り
く
は
ゑ
ん
を
ふ
く
。
孫
太
郎

か
来
る
を
み
て
、
た
が
ひ
に
い
は
く
、
此
者
死
し
て
此
国
に
来
る
者
な
る
か
。
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生
な
が
ら
来
る
こ
そ
さ
い
は
い
な
れ
、
取
り
に
が
す
な
」（
江
戸
板
）

「
さ
ま
〳
〵
な
ぶ
り
も
て
あ
そ
ば
れ
、
大
な
る
辱
を
見
た
り
」（
上
方
板
）

「
さ
ま
〳
〵
な
ぶ
り
も
て
あ
そ
ふ
事
、
な
ん
ち
大
な
る
は
ち
に
あ
ら
す
や
」

（
江
戸
板
）

以
上
、
上
方
板
と
江
戸
板
と
の
異
同
は
文
章
の
削
減
を
は
じ
め
、
様
々
な
様
態

で
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
以
上
に
留
め
、
今
後
の

整
理
に
譲
り
た
い
。

六　
挿
絵
に
関
し
て

挿
絵
は
前
記
の
通
り
、
師
宣
風
の
画
風
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
鱗
形
屋
が
師
宣

絵
本
を
本
格
的
に
出
版
す
る
の
は
、
延
宝
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
も
あ
る
の
で
、

本
書
を
師
宣
挿
絵
と
断
定
す
る
の
は
ひ
と
ま
ず
留
保
し
て
お
く
。
も
ち
ろ
ん
、
挿

絵
自
体
の
鑑
定
こ
そ
が
決
め
手
と
も
な
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
知
見
こ

そ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
断
定
を
避
け
、
今
後
の
検
討
に

委
ね
た
い
。
後
掲
の
挿
絵
を
ご
参
照
願
い
た
い
。

巻
一
に
関
し
て
は
、
上
方
板
で
は
、
見
開
き
の
挿
絵
が
三
図
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、

第
１
図　

‌�

龍
宮
の
使
者
が
阿
祇
奈
君
を
迎
え
に
や
っ
て
き
て
、
雲
上
の
虚
空

を
飛
ぶ
が
ご
と
く
連
れ
て
行
く
場
面

第
２
図　

‌�

宮
殿
内
に
龍
王
が
迎
え
、
三
人
の
客
（
江
の
神
、
河
の
神
、
淵
の

神
）
も
同
座
し
て
、
女
房
た
ち
十
余
人
が
舞
い
踊
る
場
面

第
３
図　

‌�

お
お
は
ま
ぐ
り
の
官
人
が
龍
宮
内
を
案
内
し
、
電
母
の
鏡
、
雷
公

の
鼓
、
哨
風
の
か
わ
ぶ
く
ろ
、
洪
雨
の
瓶
な
ど
を
見
学
す
る
場
面

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
江
戸
板
で
は
半
丁
ず
つ
、
四
図
に
描
き
分
け
て
い
る
。

江
戸
板
第
一
図
、
第
二
図
が
（
上
方
板
第
１
図
）
に
相
当
し
、
第
三
図
が
（
第

２
図
）、
第
四
図
が
（
第
３
図
）
に
当
た
る
。
い
わ
ば
見
開
き
を
半
丁
に
つ
づ
め
た

形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
板
に
は
枠
付
き
で
挿
絵
の
人
物
や
場
面
の
説
明

な
ど
が
入
る
。
上
下
の
雲
は
上
方
板
が
横
線
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
江
戸
板
は

雲
形
が
は
っ
き
り
と
か
た
ど
ら
れ
て
い
る
。

本
文
と
の
対
応
関
係
を
見
る
と
、
第
１
図
で
は
、
阿
祇
奈
君
を
迎
え
に
く
る
の

は
、
本
文
で
は
「
布
衣
に
ゑ
ぼ
し
着
た
る
も
の
二
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
上
方
板

の
方
は
そ
れ
に
即
応
し
て
い
る
が
、
江
戸
板
の
方
は
使
者
が
狩
衣
姿
で
あ
り
、
本

文
と
は
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
使
者
に
つ
き
そ
う
「
白
丁
（
十
余
人
）」
も
上
方

板
で
は
和
風
で
あ
る
が
、
江
戸
板
の
方
は
掲
げ
る
旗
も
含
み
、
唐
風
と
な
っ
て
い

る
。
第
２
図
で
は
、
龍
王
と
同
時
に
三
人
の
客
が
現
れ
、
そ
れ
ら
は
、
江
の
神
、

河
の
神
、
淵
の
神
で
あ
る
が
、
上
方
板
で
は
そ
の
三
人
の
神
は
男
神
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
獣
皮
を
敷
い
た
玉
机
に
座
し
て
い
る
。
正
面
の
床
上
に
は
「
女
房
」
た
ち

が
舞
い
踊
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
板
で
は
左
に
座
し
て
い
る
の
が
三
人
の

神
た
ち
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
側
の
舞
い
踊
る
女
房
た
ち
の
方
に
枠
付

き
の
神
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、「
か
わ
の
か
み
」「
ふ
ち
の

か
み
あ
ら
わ
る
ゝ
」「
ゑ
の
か
み
あ
ら
わ
る
ゝ
」
な
ど
で
あ
り
、
説
明
文
の
位
置
か

ら
し
て
、
単
な
る
間
違
い
と
も
思
わ
れ
ず
、
男
神
を
女
神
に
替
え
た
可
能
性
も
高

い
。
第
３
図
で
は
、
案
内
の
官
人
は
お
お
は
ま
ぐ
り
の
精
で
あ
り
、
上
方
板
で
は
、

頭
上
に
掲
げ
る
器
官
の
様
相
よ
り
、
本
文
に
忠
実
な
こ
と
が
知
れ
る
が
、
江
戸
板

の
方
は
「
あ
ん
な
い
の
人
」
と
し
て
女
人
の
姿
で
あ
る
。
頭
上
に
掲
げ
る
の
も
冠

か
と
も
推
測
さ
れ
、
上
方
板
の
よ
う
に
本
文
に
忠
実
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的

に
女
官
に
改
変
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
か
み
な
り
の
た
い
こ
」
も
庶
民
的
な
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図
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
総
じ
て
上
方
板
は
本
文
に
忠
実
で
あ
る
が
、
江
戸
板
の
方
は
多
少

の
改
変
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
画
風
自
体
は
師
宣
風
と
も
言
え
る

が
、
前
述
の
通
り
師
宣
の
関
与
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
江
戸
板
巻
一
の
１
に
は
、
第
五
図
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
巻
一
の
第

２
章
に
関
す
る
挿
絵
で
あ
り
、
前
章
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
は

こ
の
よ
う
に
前
章
に
挿
絵
が
持
ち
込
ま
れ
る
箇
所
も
多
い
。
編
集
の
都
合
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
第
五
図
は
掲
載
し
な
い
で
お
く
。

七　
書
肆
に
関
し
て

書
肆
は
鱗
形
屋
で
あ
り
、
江
戸
を
代
表
す
る
老
舗
の
一
店
で
あ
る
。
そ
の
出
版

活
動
は
広
範
に
わ
た
り
、
し
か
も
一
代
で
は
な
く
、
数
代
に
も
続
い
て
い
る
関
係

上
、
出
版
の
全
容
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
初
代
が
加
兵
衛
、

二
代
目
が
三
左
衛
門
、
三
代
目
が
孫
兵
衛
と
言
わ
れ
る （
１
）。
柏
崎
順
子
氏 （
同
注
１
）

に
よ
る
と
、
加
兵
衛
に
よ
る
出
版
物
と
し
て
は
、『
讃
嘲
記
時
之
太
鼓
』（
寛
文
七

年
頃
推
定
）、『
吉
原
よ
ぶ
こ
鳥
』（
寛
文
八
年
―
柳
亭
種
彦
編
『
吉
原
書
籍
目
録
』

よ
り
）
が
早
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
岡
雅
彦
氏
他
編
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年

表
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
に
つ
く
と
、『
花
鳥
山
桜
若
衆
』（
赤
木
文
庫

蔵
）
の
刊
記
が
、「
明
暦
第
三
丁
酉
」
と
あ
り
、
こ
の
歳
は
明
暦
三
年
で
あ
り
、「
大

伝
馬
三
丁
目
／
う
ろ
こ
か
た
や
板
」
と
住
所
付
け
も
見
え
て
い
る
。
原
物
は
実
見

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
刊
記
の
状
態
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
正

し
く
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
加
兵
衛
の
最
も
早
い
出
版
物
で
あ
り
、
既
に
明
暦
三

年
に
は
大
伝
馬
町
に
店
舗
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
井
上
隆
明
氏
『
改
訂

増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
に
は
、『
花
鳥
山
桜
若
衆
』
と
と
も
に
『
西
明
寺
百

首
』
も
記
載
さ
れ
る
が
、
当
書
は
未
見
で
あ
る
。
な
お
、
井
上
氏
同
書
に
は
加
兵

衛
が
経
師
屋
と
記
述
し
て
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
も
と
も
と
暦
の
出
版
に
関
係
す

る
一
族
で
あ
っ
た
も
の
か
と
も
推
定
さ
れ
、
も
し
そ
う
な
ら
、
鱗
形
屋
は
印
刷
技

法
に
熟
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
江
戸
で
の
出
版
活
動
を
可
能
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
し
、
明
暦
三
年
は
一
月
に
江
戸
で
振
袖
大
火
が
起

こ
っ
て
お
り
、
大
伝
馬
町
界
隈
も
炎
上
焼
失
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
鱗
形
屋
も
罹

災
し
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。『
花
鳥
山
桜
若
衆
』
が
火
災
後
の
刊
行
で
あ
っ
た
か
否

か
は
不
詳
で
あ
る
。

鱗
形
屋
は
、
草
創
期
の
万
治
期
よ
り
、
江
戸
吉
原
の
遊
女
評
判
記
を
刊
行
し
、

そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
板
の
造
本
を
手
が
け
、
古
浄
瑠
璃
、
菱
川
師
宣
絵
本
な

ど
を
刊
行
し
た
。
江
戸
板
の
著
名
な
書
肆
と
し
て
は
、
他
に
同
時
期
の
松
会
が
あ

り
、
本
問
屋
、
山
本
九
左
衛
門
、
升
屋
、
正
本
屋
な
ど
が
活
躍
し
た
。
前
述
柏
崎

氏
の
見
解
を
参
考
に
す
る
と
、
江
戸
板
と
は
、
主
に
、
万
治
・
寛
文
期
に
お
い
て
、

江
戸
で
出
版
さ
れ
た
独
特
の
造
本
様
式
を
持
つ
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
料
紙
に

漉
き
返
し
の
精
製
が
粗
で
あ
り
、
独
特
の
字
風
を
持
ち
、
師
宣
風
の
挿
絵
を
有
し
、

装
飾
的
な
題
簽
（
と
く
に
角
書
き
部
分
）
が
見
え
、
行
数
が
京
板
よ
り
増
加
（
十

五
・
六
行
）
す
る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る （
２
）。
当
『
伽
婢
子
』
も
こ
れ
ら
に
当
て

は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
『
伽
婢
子
』
が
刊
行
さ
れ
た
寛
文
十
一
年
の
鱗
形
屋
の
出
版
と
し
て
は
、

柏
崎
氏
の
調
査
に
よ
る
と  （
同
注
１
）、『
私
可
多
咄
』（
国
立
国
会
図
書
館
）、『
日
蓮
上

人
註
画
讃
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
）、『
堪
忍
記
』（
広
島
大
学
中
央
図
書
館
）、

『
し
ぐ
れ
の
宴
』（
国
立
国
会
図
書
館
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
私
可
多
咄
』

の
挿
絵
は
菱
川
師
宣
の
代
表
的
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
佐
藤
悟
氏
に
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よ
り
否
定
的
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る（
３
）。
と
す
る
な
ら
、
師
宣
で
な
い
、
い
わ

ゆ
る
寛
文
巨
匠
と
呼
ば
れ
る
絵
師
に
よ
っ
た
も
の
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、

師
宣
が
「
絵
師　

菱
川
吉
兵
衛
」
と
し
て
署
名
を
行
っ
た
の
も
寛
文
十
二
年
か
ら

で
あ
り
（『
武
家
百
人
一
首
』
鶴
屋
刊
）、
当
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
背
景
と
し
て
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
師
宣
絵
本
は
、
そ
の
後

し
ば
ら
く
間
を
置
い
て
、
延
宝
年
間
に
お
い
て
花
開
く
こ
と
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
鱗
形
屋
の
早
期
の
出
版
に
関
す
る
わ
ず
か
の
例
を
あ
げ
る
と
、
仮

名
草
子
関
係
で
は
、『
ち
ん
て
き
問
答
』（
京
大
頴
原
、
早
大
、
う
ろ
こ
か
た
や
孫

兵
衛
）、『
糺
物
語
』（
延
宝
五
年
、
京
大
頴
原
）、『
竹
斎
』（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ

ン
）、『
ひ
そ
め
草
』（
京
大
国
文
）
、『
千
世
能
』（
静
嘉
堂
）
な
ど
が
あ
り
、
他
に

『
鸚
鵡
新
徒
然
草
』（
筑
波
）、『
源
氏
あ
か
し
物
語
』（
慶
応
）、『
小
町
物
か
た
り
』

（
東
大
霞
亭
他
）
や
、
本
地
物
の
『
弘
法
大
師
之
御
本
地
』（
東
大
霞
亭
）
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
鱗
形
屋
は
軍
記
物
も
手
が
け
て
お
り
、『
鎌
倉
九
代
記
』（
延
宝
六

年
、
岡
山
大
池
田
）、『
義
氏
軍
記
』（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
）、『
三
浦
軍
記
』（
天

理
）、『
北
条
五
代
記
』（
元
禄
十
年
、
国
会
）
な
ど
を
刊
行
し
た
。
そ
の
他
、『
好

色
一
代
男
』
の
江
戸
板
の
絵
本
化
（『
大
和
絵
の
根
元
』『
好
色
世
話
絵
づ
く
し
』、

貞
享
三
年
、
菱
川
師
宣
画
）
を
は
じ
め
、
草
双
紙
、
芝
居
本
、
評
判
記
、
細
見
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
書
物
を
刊
行
し
、
八
文
字
屋
本
な
ど
に
も
関
与
し
た
が
。
本
稿

で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
で
お
く（
４
）。
ま
た
、
初
期
の
刊
行
物
に
関
す
る
作
品
は

塩
村
耕
氏
一
覧
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い（
５
）。

以
上
、
鱗
形
屋
は
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
様
々
な
分
野
の
書
物
を
刊
行
し
た
の
で

あ
り
、
そ
の
出
版
活
動
の
全
容
解
明
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

菱
川
師
宣
、
あ
る
い
は
師
宣
工
房
を
擁
し
て
の
出
版
活
動
は
文
学
・
美
術
双
方
に

及
ぶ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
方
面
の
考
察
も
さ
ら
に
検
討
を
要

し
よ
う
。

注（
１
）
柏
崎
順
子
氏
「
鱗
形
屋
」（「
言
語
文
化
」
第
四
十
七
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
一

橋
大
学
語
学
研
究
室
）

（
２
）
同
「
江
戸
版
考　

其
三
」（「
人
文
・
自
然
研
究
」
第
四
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
一

橋
大
学
大
学
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
）

（
３
）
佐
藤
悟
氏
「『
私
可
多
咄
』
の
画
工
は
菱
川
師
宣
に
非
ず
」（「
実
践
女
子
大
学
文
学
部

紀
要
」
第
三
〇
集
、
一
九
八
八
年
）

（
４
）
長
谷
川
強
氏
『
浮
世
草
子
考
証
年
表
―
宝
永
以
降
』（
青
裳
堂
、
一
九
八
四
年
）
に

つ
く
と
、
鱗
形
屋
は
元
文
以
後
の
八
文
字
屋
の
江
戸
で
の
売
捌
所
と
も
な
り
、
板
元
に

も
名
を
連
ね
た
（『
風
流
東
海
硯
』
の
項
参
照
）。
鱗
形
屋
は
山
野
氏
で
あ
り
、
孫
兵
衛

は
山
野
孫
兵
衛
と
も
称
し
て
い
る
（
明
和
二
年
刊
『
禁
短
気
次
編
』）。
ま
た
、
黒
本
で

は
、『
丹
波
爺
打
栗
』
に
十
一
部
の
新
版
書
目
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
木
村
八
重
子

氏
『
草
双
紙
の
世
界
』
20
「
黒
本
の
表
紙
が
語
る
も
の
」
に
写
真
掲
載
、
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
５
）
「
元
禄
末
年
以
前
の
江
戸
版
元
と
出
版
物
一
覧
」（『
近
世
前
期
文
学
研
究
―
伝
記
・

書
誌
・
出
版
―
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

〈
謝
辞
〉

本
稿
は
松
原
孝
俊
・
中
野
三
敏
氏
を
代
表
と
す
る
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
調
査
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
調
査
な
ら
び
に
紹
介
論
文
、
図
版
掲
載
な
ど
を
許
可
さ
れ
た
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
の

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
か
ん
づ
く
、
実
務
に
お
い
て
種
々
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た

館
員
諸
氏
の
方
々
に
対
し
て
、
心
か
ら
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

〈
図
版
〉

当
図
版
は
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
掲
載
す
る
。
挿
絵
情
報
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
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１
（
タ
イ
ト
ル
）
御
伽
婢
子　
　
　
　
　
　
　
　

２
（
著
者
）
浅
井
了
意

３
（
出
版
年
）
１
６
７
１
年　
　
　
　
　
　
　
　

４　
（
様
式
／
形
態
）
版
本

５
（
寄
贈
者
／
購
入
先
／
年
）
２
０
０
３
年　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
購
入

６
（
美
術
館
番
号
）
２
０
１
０
・
０
４
６
２　
　

７
（
写
真
家
名
）
ス
コ
ッ
ト
・
ク
ボ

８
（
著
作
権
所
有
者
）
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵

表紙（巻一）

本文冒頭（巻一） 序文冒頭（巻一）

著作権保護のため図は非表示
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挿絵　第一図（巻一）挿絵　第二図（巻一）

挿絵　第三図（巻一）挿絵　第四図（巻一）

著作権保護のため図は非表示
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刊記（巻末）

著作権保護のため図は非表示




